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1 目的 

 海洋調査機 UTTB の目的は、海から離れた陸地からでも海の状況を観測し集めたデータ

を解析し海洋の気象観測に役立てることである。海のデータが手軽に見られれば、気象状況

と関連付けて海のデータから台風や赤潮などの気象の異常を観測できると考える。 
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2 使用機器 

今回の実験で使用した機器を下記に示す。 

・Raspberry Pi 

 

図 1 Raspberry Pi 

 Raspberry Pi はイギリスのラズベリーパイ財団によって開発されている ARM プロセッサ

を搭載したシングルボードコンピュータである。安価で入手できるシングルボードコンピ

ュータとして教育や試作品の開発に用いられている。 

 ・温度センサ 

 ・湿度センサ 

 ・GPS 

  ・Raspberry Pi カメラ 

 

図 2 Raspberry Pi カメラ 

Raspberry Pi カメラはラズベリーパイ財団公式のカメラモジュールである。 

 ・GoPro 

 ・碇、鎖 



5 

 

3 システム構成 

3.1 原理 

 ラズベリーパイに温度センサ、湿度センサ、GPS、Raspberry Pi カメラを接続し、起動と

同時に測定を開始するように設定する。ラズベリーパイが起動している状態で測定を行い。

野外で実験を行うため、電源にはモバイルバッテリーを使用する。 

 また、上記とは別に水中の映像を GoPro で撮影する。こちらは別途でデータを取得する。 

 

3.2 機器図 

 システムの構成図を図 3 に、実験時の機器の様子を図 4 に示す。 

  
     図 3 システムの構成図        図 4 実験時の機器の様子 
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4 実験概要 

 4.1 実験方法 

本実験は 10 月 31 日(日)午後 13 時から高松港の沖合にて行った。実験手順について以

下に示す。 

 1 実験機器をボートに積み、実験場所である沖合まで移動する。 

   実際の様子を写真 1 写真 2 に示す。 

  

             写真 1                                    写真 2 

  2 到着後、碇をつけた実験機器を海上に流す。 

実際の様子を写真 3 に示す。 

 
                                写真 3 

  3 データ測定のため 10 分間、実験機器を放置する 
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  4 10 分後、実験機器を回収 

 5 少し離れた場所に移動し、2~4 の手順で再度、データ測定を行う 

  6 陸へ戻り、採集したデータの簡易的な確認を行う 

 

4.2 実験結果 

今回の実験で測定したデータを下記に示す。 

各センサの測定データを図 5 に示す。 

 

 

図 5 測定データ 左から温度、湿度、気圧 

 

 ※ GoPro の撮影した映像は植物性プランクトンで緑色に濁っており， 

  検証が難しい状態でした．そのため，詳細の記載は割愛致します． 
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5.考察 

 測定出来たデータについて考える。温度は香川県の 10 月の平均温度と近い値を示してい

るので、正しく測定できていると考えられる。同じく気圧も正しい値が測定出来ていると考

えられる。湿度については香川の平均湿度より高かった、しかしこれは海面に近いためであ

ると考えられる。これらのことから今回の測定は正確な値が取れていると考えられる。 

 

6.感想 

 今回の実験は当初の目的では人工衛星 KOSEN-1 との通信を想定したデータストアミッ

ションで、海洋のデータをバルーンを利用して空へ届けることで山を越えての情報通信を

目的としていた。しかし夏季休暇中にシステムの準備が間に合わなかったため今回の実験

は本来の予定とは異なるものとなった。 

 今回の実験で使用した機器はしっかりしたと測定結果を示しているので今後の実験に役

立てていきたいと思う。また機器と同じく今回の実験で得た海洋に関する知識や実験に関

する発想も忘れずに役立てていきたい。 
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